
去る11月30日（日）多摩市民館に於いて川崎市内で里山の保
全や花壇作り、公園緑地の整備に取り組む約1200団体、15000
人の活動の紹介と交流を目的に「2014花と緑の交流会」が開催
されました。例年と会場も変わり内容も一新。「熱い議論とうれ
しいお土産」をテーマに活動の参考になるお土産ブースや相談
ブースが多くの市民でにぎわいました。
地元出身の若きプロ・シンガーのミニコンサートは、世代を超

えて心に残る花の歌で、団
体発表やパネル展示を盛り
立ててくれましたし、舞
台を飾る竹の器の「いけば
な」や休憩所に用意された「ハーブティ」は華やかに安らぎを与えてくれました。
この交流会をきっかけに一人でも多くの方が、川崎のみどりに関心を寄せ、活動
を始められると幸いです。

2014花と緑の交流会　全体概要・ ・・・・・・・・・・・・・・・

開催目的：	川崎市内において緑地の保全や緑化の推進にかかわるグループが、それぞれの自主性を尊重しつつ

互いに学びあうという精神を生かし、日ごろの活動の成果を広く市民に発表すると共に、これらの

人々の交流を深める。また、市民と行政との協働を充実させ、緑豊かなまちづくりの実現と自然的

環境資源の次世代への継承を果たす場とすることを目的とする。

日　　時：	平成26年11月30日（日）午前10時30分～15時30分

会　　場：	川崎市多摩市民館　３階　大会議室、視聴覚室、体育室

参 加 数：	延べ参加人数388人　パネル展示数30団体　ブース出展数25団体　

　　　　　緑のタウンページ掲載74団体　実行委員９団体　　拡大実行委員スタッフ　多数

主な内容：	団体発表　ミニコンサート　花と森の分科会　パネル展示　お土産ブース　

　　　　　行政等相談ブース　緑の活動団体登録マップ発行　緑のタウンページ発行
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2014参加団体（順不同）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

活動団体発表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

中原区市民健康の森を
育てる会

【平成13年設立・中原区】

　川崎市立井田病院の隣に位置す
るクヌギ・コナラの雑木林とカシ
の木の森からなる海抜３３ｍの井
田山緑地が活動場所です。年間計
画に基づき、樹木の手入れや下草
刈り、落ち葉かき等の作業を実施
しています。近隣の小学校の課外
学習や家族連れも散策に訪れ自然
を楽しんでいます。

生田大谷第2公園（東地区）
管理運営協議会
【平成20年設立・多摩区】

　浄水場通りから広場を抜け奥に
続く道には、樹木がたくさん植えら
れています。これらの剪定や添木
の撤去、車道から見える場所では
花壇作りにも取り組んでいます。夏
休みのラジオ体操にはたくさんのこ
ども達が集まり終了後の公園清掃
の戦力となりました。今後、弱って
きた桜の木の更新が課題です。

水辺のある里山を
守る会

【平成21年設立・麻生区】

　黒川よこみね緑地において、平成
13年に活動を始めた黒川グリーン
ネットを引き継ぎ平成20年に市が
保全管理計画を策定したのを機に当
会が発足しました。外来種のアメリ
カザリガニ駆除への取り組みを始め、
多様な動植物の生息環境の保全活
動や、水温測定や樹木の開花観察等、
調査、記録にも力を入れています。

登録
番号 ブース タウ

ンＰ パネル スタッフ 団体名 区

1 1 ○ 飛森谷戸の自然を守る会 宮前区
2 2 ○ ○ 発表・実行 中原区市民健康の森を育てる会 中原区
3 4 ○ ○ ○ 実行委員 多摩緑地保全地区こもれびの会 多摩区
4 13 ○ ○ ○ ○ 木こりの会 麻生区
5 21 ○ 多摩川等々力土手のさくらを愛する会 中原区
6 25 ○ 早野聖地公園里山ボランティア 麻生区
7 30 ○ 小沢城址里山の会 多摩区
8 50 ○ ○ ○ 多摩美みどりの会 麻生区
9 52 ○ ○ ○ ○ 津田山緑地里山の会 高津区
10 53 ○ ○ ○ 水沢森人の会 宮前区
11 54 ○ 中原ベランダ園芸研究会 中原区
12 55 ○ “まちはミュージアム”遊歩道ファンクラブ 麻生区
13 57 ○ ○ 川崎・多摩丘陵の里山を守る会 高津区
14 63 ○ 「区民ミニ・ガーデン」連絡会 高津区
15 71 ○ 宮前ガーデニング倶楽部 宮前区
16 72 ○ 宮前・コミュニティガーデン実行委員会 宮前区
17 78 ○ ○ ○ ○ 麻生多摩美の森の会 麻生区
18 82 ○ ○ ○ 生田緑地の雑木林を育てる会 多摩区
19 87 ○ さいわい夢ひろば友の会 幸区
20 91 ○ 堰町会 多摩区
21 92 ○ 中丸子南緑道緑を守る会 中原区
22 95 ○ 稗原団地自治会 宮前区
23 111 ○ ○ ○ 実行委員 高津区市民健康の森を育てる会 高津区
24 112 ○ フローラかわさき 川崎区
25 116 ○ ○ 海風の森をＭＡＺＵつくる会 川崎区
26 117 ○ ○ ○ ○ さいわい加瀬山の会 幸区
27 118 ○ ○ ○ ○ 日向山うるわし会 多摩区
28 121 ○ ○ ○ 花で町を飾る会 宮前区
29 123 ○ ＮＰＯ法人かわさき自然と共生の会 麻生区
30 142 ○ 西塔之越自治会 麻生区
31 144 ○ かりうど 麻生区
32 149 ○ 菜の花咲せる会 多摩区
33 153 ○ 森もりクラブ 麻生区
34 154 ○ 小倉わんぱく広場 幸区
35 155 ○ ○ ○ 二ヶ領用水中原桃の会 中原区
36 159 ○ ○ ○ 南野川特別緑地保全地区管理運営協議会 宮前区
37 167 ○ ○ ○ まほろばの会 多摩区
38 170 ○ 子育て広場ふるいちば園芸サ－クル 幸区
39 174 ○ ○ 宮崎フローラクラブ 宮前区
40 175 ○ 宮崎第四公園 ･緑の里山の会 宮前区
41 194 ○ ○ ○ 実行委員 新川崎ふるさとづくりの会 幸区
42 202 ○ ダイアパレス武蔵小杉環境美化部 中原区

登録
番号 ブース タウ

ンＰ パネル スタッフ 団体名 区

43 204 ○ ○ はるひ野里山学校 麻生区
44 211 ○ 井田協友会 中原区
45 225 ○ ばら苑アクセスロード花壇ボランティアの会 多摩区
46 231 ○ ○ ○ 麻生台フラワーガーデン 麻生区
47 232 ○ ○ 神庭里山を楽しむ会 高津区
48 248 ○ ○ ○ ○ 土橋園芸クラブ (土橋町内会 ) 宮前区
49 257 ○ ○ 発表・実行 水辺のある里山を守る会 麻生区
50 259 ○ 実行委員 おし沼クラブ園芸部 多摩区
51 262 ○ ○ ○ ○ 生田根岸古墳の杜保全会 多摩区
52 264 ○ ○ 実行委員 久末緑地　「まゆみの会」 高津区
53 265 ○ ○ ○ 実行委員 菅生ヶ丘緑地管理運営協議会 宮前区
54 266 ○ 白山東緑地管理運営協議会 麻生区
55 267 ○ 柿生の里　クラブ 麻生区
56 269 ○ 多摩川の里ガーデニングクラブ 多摩区
57 271 ○ 小田緑地公園渡田山王町ボランティア 川崎区
58 272 ○ ○ 夢見緑花会 幸区
59 274 ○ ○ 久地円筒分水サポートクラブ 高津区
60 275 ○ 日向緑地保全会 麻生区
61 276 ○ ○ ○ 実行委員 吹込クローバーの会 麻生区
62 277 ○ 日光さわやかクリーン会 麻生区
63 278 ○ 宿河原東公園花だんの会 多摩区
64 280 ○ 金山ガーデニングクラブ　 宮前区
65 282 ○ ○ 土橋矢上クラブ　 宮前区
66 283 ○ 菅小谷みどりの会 多摩区
67 288 ○ 川崎市民花クラブ 高津区
68 291 ○ 平 3丁目公園管理運営協議会 宮前区
69 297 ○ 平間公園を守る会（花壇グループ） 中原区
70 298 ○ 桜本２丁目長寿会（愛護会） 川崎区
71 301 ○ 井田平台緑地 中原区
72 302 ○ 馬絹東公園愛護会 宮前区
73 308 ○ コミュニティガーデンみんなの広場 多摩区
74 312 ○ こだなかガーデニングクラブ 中原区
75 Ｋ 発表 生田大谷第 2公園（東地区）ＫＫ 多摩区
76 Ｇ ○ ＮＥＣ日本電気株式会社　環境推進部 ー
77 Ｇ ○ 富士通株式会社　環境管理部 ー
78 Ｇ ○ ＮＰＯ法人　アクト川崎 ー
79 Ｇ ○ ＮＰＯ法人　かわさき市民アカデミー ー
80 Ｇ ○ （公財）かわさき市民活動センター ー
81 Ｇ ○ 環境教育・生物多様性 ー
82 Ｇ ○ 環境局・減量推進課 ー
83 Ｇ ○ 環境局・生ごみリサイクルリーダー ー
84 Ｇ ○ （社）はぐるま工房・ハーブティ ー

水辺のある里山を守る会

2 花と緑の交流会だより



「地域やジャンルを超えた多くの方を集客する講演は、ともすれば内容が薄く、成果が見えづらい！？」「夢の話もい
いけど、すぐに役立つ情報を教えて！？」　昨年の参加者からのこんな意見を受けて、今年は花壇や遊び、生き物等の
専門家を招き４つの分科会を用意しました。小会場で熱い議論を交わすもよし！ネタを持ち帰り、明日からの現場で活
用するもよし！演題が明快だったこともあり、チラシを見て参加した一般の方や、それぞれに関心のあるテーマを選び、
友人知人と誘い合って参加した団体メンバー等、大盛況でした。

肥料はもちろん土まで買ってる団体への提案。家
庭から出る生ごみで堆肥を作り、皆さんの花壇で
使ってみましょう。さらに川崎市環境局で実施する
「川崎市生ごみリサイクル活動助成金」の説明と実
際に助成を受けて活動している団体の経験談の紹介
をしました。実施後のアンケートでは「会員を集め
て肥料作りの講習会を開きたい」2団体。「自分の団
体でも実践して、助成金も申請したい」4団体とす
ぐに役立つ情報が提供できたようです。

地域の庭として、清掃活動や遊具の点検をしてい
る公園にもっとこどもを呼び込みたい。そんな思い
の皆さんに、遊びの仕掛けを紹介。「こどもの国」
職員の長年のノウハウとすぐに使えるクラフト材料
を拝見しました。森の玉手箱やビンゴカードの紹介
に続き、参加者に１つづつ配られた材料でイチョウ
やモミジの風車を作りました。会場の片隅では、風
車を回そうと走りまわるおとなの微笑ましい姿も見
受けられました。

●・第 1 分科会・●
生ごみ堆肥を花壇で使おう

門平　きょう子さん、他

花と森の分科会・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

公園に花壇を作りたいが何から始めればよいの
か？どんな花をいつごろ植えて、手入れはどのく
らい大変なのか？水やりは毎日しなくちゃダメなの
か？そんな花壇作りの初めの一歩を本職の花屋さん
に語っていただきました。店頭から持ち込まれた、
たくさんの花苗を示しながらや買い求める時期や長
持ちして安価な花、売れ筋の花等、伝授されました。
次回はぜひ花壇の前でお話を伺いたいとの意見もあ
りました。

●・第３分科会・●
花屋の薦める花壇の花

手塚　賀久さん

近年の水温の急な上昇は深刻な問題で、冷水性の
動物については分布が狭まり、絶滅に繋がる可能性
もあることが分かってきました。河川の生態系を支
える水生昆虫についても同様です。さて、森にとっ
てはどうなのでしょう。私たちの保全作業と森の生
き物たちの関係は。外来種の駆除の成果は表れるの
でしょうか。そして水辺や森の生物多様性の為に私
たちの出来ることは・・・　短い時間では語りつく
せず、続編も検討したいものです。

●・第２分科会・●
公園緑地で野遊びのススメ

宮下　健一さん

●・第４分科会・●
水辺から見た森の保全と生物多様性

石綿　進一さん
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今年も交流会の開催に合わせ、現在活動中の「緑の活動団体」238団体を
紹介する「ボランティア通信35号（特別号）・活動団体登録マップ」が発行
されました。マップ上のポイントと団体名、活動場所を明記した区ごとの一
覧表です。
また、市内の緑の活動をしているボランティア団体とこれから活動を始め
たい地域の方々をつなぐ「緑のタ
ウンページ」も会場で配布しました。
今回はなんと74もの団体が収録さ
れています。
いずれも会場配布の残部が若干あ

りますので先着順で配布します。ご
希望の方は公園緑地協会まで、お問
い合わせください。

編

集

後

今年も、活動団体皆さまの、多大なるご協力のもと盛大に開催することができました。例年に比べコンパクトな場

所での開催としましたが、変わらぬ皆様の熱気で、交流の時間がしっかりあって楽しかったとの感想も聞こえて来て

実行委員として嬉しい限りです。今後の方向性が見えたようで、これからの交流会がより充実したイベントになって

いくのではと楽しみです。皆様のご支援、ご協カ、誠にありがとうございました。

実行委員長（吹込クローバーの会）麻場　廣子

記 ▶次回予告：平成27年11月29日（日）中原市民館　＊発表団体、出展団体、運営スタッフ、企画を募集します。

活動団体登録マップ・緑のタウンページ・ ・・・・・・・・・・

● 天気も良く予想以上に参加者が多かった。会場規模が最適で活気ある交流会と感じました。
● 著名人での集客ではなく、テーマへの集客があり、本当に緑に関心を持つ方々が集まったのでは。
● 分科会は毎回盛況で入替や準備もスムーズでした。もう少し時間が欲しく継続講座を望みます。
● ４つの分科会はテーマが明確で、自分の関心のあるものをえらんで聞けた。友人も誘ってきた。
● 地元出身の若いシンガーの採用は成功だった。聴衆者全員が熱心に興味を持って聞けた。

● 各団体の工夫されたお土産は大変喜ばれた。体験指導も好評で来場の価値を感じていたようです。
● 土産というツールを介して会の紹介やパネルの説明等話が弾みました。
● パネル数が絞られ見やすかった。特に廊下のパネルは、ゆったりと落ち着いてみることが出来た。
● 竹筒のいけばなが好評で男性の参加もあった。舞台が華やかだったし、もらって帰れるのも嬉しい。
● 休める場所があって良かった。ゆったりお茶をいただき、飲み物付きで仲間とお弁当が食べれた。

● 何度も「ハーブティ」をごちそうになりました。良い香りで落ち着きました。
● �相談ブースは良いアイデアだが、具体的にどんな相談が出来るか、呼び込みや声掛けが欲しかった。
● �どの部屋も来客があり、会場が変わってもこれだけ人を集められたのはすごいと
思う。

● �各団体にとっても年間活動発表の場として大きな目標・節目になってきたのでは
ないでしょうか。

実行委員や会場の声・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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